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五
年
、
食
品
奎
業
0
発
達
に
よ
る

製
造
、
加
「
J

技
術
の
進
歩
に
骨
う
食

品
の
予
様
化
、
或
は
食
晶
流
述
の
合

岬
化
、
広
絨
化
に
よ
り
、
吾
々
は
蒻

り
年
に
曹
か
亨
貪
年
活
を
営
ん
て
い

r
 

る

食
へ
る
と
い
う
こ
と
は
健
康
を
推

持
す
ろ
だ
け
て
｀
は
く
＼
、
食
飲
と
い
う

楽
し
み
の
泉
て
＇
も
あ
り
、
＋
ヌ
こ
生
活

に
潤
い
を
信
え
心
に
宣
ら
き
を
旦
ぇ

る
も
の
て
あ
る
。
反
宜
、
復
綽
八
負

品
製
造
上
担
に
お
い
て
わ
ず
力
仄
不

汀
言
応
た
め
r

1

歩
誤
い
は
人
間
の

幸
椙
を
恨
底
か
ら
／
ヽ
9

か
え
ゴ
こ
と

に
も
な
り
か
い
匁
い
。
現
に
食
品
に

よ
る
亨
故
（
食
中
毒
）
は
柏
次
い
て

発
生
し
毎
年
の
よ
う
に
新
閃
口
も
報

道
さ
且
、
中
に
は
死
亡
す
る
人
も
何

人
か
あ
る
。
高
温
急
湿
の
わ
か
口
は

F

こ
い
か
ら
夏
、
秋
に
か
け
て
貪
中
毒

の
発
生
か
年
間
を
通
し
一
番
多
い
。

食
中
毒
の
大
部
分
は
細
薗
に
土
る

も
の
て
仇
表
的
な
も
の
て
は
二
腸
炎

ピ
ブ
リ
オ
」
「
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
」
「
プ

ト
ウ
球
薗
」
「
病
原
入
厖
薗
」
な
と
と
、

新
し
い
食
中
毒
国
「
カ
ン
ロ
ハ
ク

タ
ー
」
か
あ
る
。
腸
炎
ヒ
ブ
リ
オ
は

塩
分
三
＼
四
％
の
向
水
て
も
し
↓
く
発

育
し
、
印
介
類
に
ト
ニ
っ
て
陸
し
に
持

ち
こ
ま
れ

r

缶，

m場
か
ら
末
闊
の
家

庭
uJ
台
所
と
流
通
過
程
を
へ
る
に
従

ぃ
璽
讐
る
。
サ
ル
モ
不
ラ
薗
は
、

動
物
，

F
瓜
河
川
水
ま
て
広
く
高

濃
度
に
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
人
が
汚

染
食
品
を
饗
取
す
る
と
そ
の
腸
管
内

て
増
殖

f

食
中
喜
足
状
を
起
こ
す
。

プ
ト
ウ
球
薗
は
化
累
薗
の
一
種
て
予

指
、
そ
の
他
の
傷
口
に
餌
数
に
存
在

し
＂
毒
素
“
「
エ
ン
テ
ロ
ト
キ
シ
ン
」

を
崖
生
し
て
食
中
毒
の
原
因
と
な

る
。
ホ
ッ
リ
ヌ
ス
薗
、
ウ
エ
ル
シ
ュ

菌
な
ど
は
、
高
訊
に
罹
い
芽
胞
に
よ

り
麟
沸
水
中
て
も
長
時
間
生
き
て
い

る
、
低
温
網
薗
は
冷
蔵
店
内
で
も
十

分
発
育
、
増
殖
す
る
た
め

r

従
来
の

冷
蔵
庫
保
管
安
全
も
危
険
な
こ
と
も

あ
る
。
以
仁
」
か
合
ま
て
よ
く
発
生
し

て
い
た
仇
表
の
食
中
毒
の
病
原
菌
で

あ
る
か
、
最
後
に
最
近
新
し
く
食
中

毒
薗
と
し
て
指
定
さ
れ
た
「
カ
ン
ピ

ロ
ハ
ク
タ
ー
、
ジ
ェ
シ
ニ
」
つ

い
て
少
し
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

こ
の
菌
は
、
外
国
て
は
牛
や
羊
の

伝
渠
性
流
産
や
動
物
の
下
網
の
原
田

薗
と
し
て
重
要
恨
さ
れ
て
き
た
。
一

九
三
八
年
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
リ
ノ
イ

州
て
ミ
ル
ク
に
よ
る
集
団
発
生
が
あ

り
、
こ
の
時
血
液
か
ら
カ
ン
ピ
ロ
ハ

ク
タ
ー
を
検
出
し
た
が
便
か
ら
は
検

出
し
な
か
っ
た
。
以
後
種
々
の
研
究

か
な
さ
れ
腸
炎
の
原
因
薗
と
し
て
注

□

さ
訊
て
い
だ
と
こ
ろ
一
九
七
八

年
、
ア
メ
リ
カ
て
ミ
ル
ク
と
簡
易
水

道
に
よ
る
集
団
発
生
か
あ
り
、
そ
の

原
因
薗
か
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
、
あ
ら
た
め
て
腸

炎
の
原
因
菌
と
し
て
そ
の
存
在
が
確

認
さ
れ
た
。
わ
が
国
で
の
カ
ン
ピ
ロ
ハ

ク
タ
』
ー
に
よ
る
食
中
毒
の
特
徴
は
、

H
修
学
旅
行
や
合
宿
な
ど
集
団
生
活

の
場
で
喫
食
し
た
食
品
や
水
を
介
し

て
r

発
生
し
て
い
る
。
口
症
状
は
、

下
痢
や
発
熱
、
腹
痛
、
嘔
吐
て
、
下

痢
は
二
日

1
ニ
―
日
、
発
熱
は
し
は

し
は
三
八
℃

1
四

0
℃
の
熱
か
一
日

1
四
日
、
腹
痛
は
二
日

1
―
二
日
の

間
つ
つ
く
。
時
に
は
下
痢
症
状
の
み

て
発
熱
の
見
ら
れ
な
い
の
も
ま
れ
で

は
な
い
。
口
発
症
の
期
間
が
平
均
二

日

1
l
O日
間
と
長
く
、
そ
の
中
の

一
日
に
必
す
ピ
ー
ー
ク
か
見
ら
れ
る
。

四
食
品
中
て
の
生
存
力
か
弱
く
発
症

の
期
間
か
長
い
た
め
、
他
の
食
中
毒

と
異
な
り
原
因
食
品
の
推
定
が
非
常

に
困
難
て
あ
る
写
て
あ
る
。

に
「
見
え
さ
る
細
薗
：
微
生
物
と

の
戦
い
」
で
あ
り

f

こ
れ
ら
の
細
菌

に
お
い

は
色
も
香
も
味
も
な
く
、
そ
の
大
き

あ
な

さ
は
木
綿
針
の
糸
孔
に
五
百
か
ら

ン
9

'

9
9
9
 

六
百
個
位
は
入
る
想
像
も
つ
か
な
い

小
さ
い
も
の
て
、
顕
微
鏡
て
は
し
め

て
知
る
こ
と
か
て
き
る
。
食
中
毒
菌

か
食
物
の
中
て
発
育
増
殖
す
る
に

は
f

二
温
度
三
六
℃
前
後

f

水
分
五

0
％
以
上
と
栄
養
」
の
三
つ
が
必
要

て
あ
っ
て
、
食
中
毒
の
防
止
に
は
紐

菌
に
よ
る
汚
染
サ
イ
ク
ル
を
断
つ
こ

と
て
あ
る
。
即
ち
、
①
薗
を
食
品
に

つ
け
な
い
（
清
潔
）
②
着
い
た
菌
を

増
や
さ
な
い
（
迅
速
処
理
）
③
着
い

た
菌
を
殺
す
（
殺
菌
）
。
こ
れ
が
食
中

毒
防
止
の
三
原
則
て
あ
る
。
そ
こ
て

一
番
大
切
な
こ
と
は
調
理
す
る
人

f

食
品
を
取
り
扱
う
人
達
の
「
手
洗
い

の
励
行
」
ご
食
品
衛
生
は
手
洗
い

に
始
ま
り
手
洗
い
に
終
る
と
い
う
程

手
洗
い
は
重
要
で
あ
る
。

次
に
、
「
ネ
ズ
ミ
及
び
こ
ん
虫
」
の

食
品
に
対
す
る
害
は
一
口
に
言
っ
て

「
食
中
毒
と
感
染
症
」
が
主
要
な
も

の
て
、
下
水
溝
：
＇
」
み
岱
し
尿
な
ど

不
潔
な
場
所
て
生
活
し
て
い
る
ネ
ズ

ミ
：
ゴ
キ
ブ
リ
勺
ハ
エ
な
ど
が
食
品

の
汚
染
を
媒
介
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
「
そ
族
：
こ
ん
虫
の
駆
除
」
の
徹

底
が
必
要
で
あ
る
。

最
後
に
私
と
も
社
団
法
人
大
阪
食

品
衛
生
協
会
は
、
こ
れ
等
食
品
に
よ

る
事
故
を
防
止
す
る
た
め
た
え
ず
活

躍
を
つ
づ
け
て
お
り
、
特
に
「
食
品

の
安
全
確
保
」
は
「
営
業
者
一
人
ひ

と
り
の
自
覚
と
自
主
的
な
衛
生
管
理

体
制
の
確
立
が
必
要
」
な
こ
と
か
ら
、

当
協
会
五
十
三
支
部
よ
り
三
七

0
0

名
の
「
食
品
衛
生
指
導
員
」
に
よ
る

巡
回
指
導
活
動
と
、
昨
年
四
月
完
成

し
た
当
大
阪
食
品
衛
生
協
会
の
食
品

検
査
セ
ン
タ
ー
（
厚
生
大
臣
指
定
検

査
機
関
）
て
は

f

協
会
員
、
各
食
品

か
つ
ば
つ

業
界
か
ら
の
活
澄
な
「
依
頼
検
査
」

五
自
主
検
査
り
が
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
前
述
の
目
的
達
成
の
た
め
、

誡
に
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
こ
と

を
最
後
に
附
記
し
ま
し
て

f

社
団
法

人
大
阪
食
品
衛
生
協
会
へ
の
一
層
の

j

支
援
を
お
願
い
申
し
上
け
ま
す
。

-9-




